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彩の国プラチナ混声合唱団 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

ステージ配置も決まり、一段と磨きがかかる！ 
 

 
2024年4月5日 

 
 

上田真樹作曲｢春の日｣の６回目の練習を迎えた４月５日、さいたま芸術劇場大練習室に１００名を超す

メンバーが集まり、仕上げに向けて熱心に取り組みました。登録者のうち４名が途中辞退となったものの、

最終的に１０５名のオンステを予定しています。おそらく今回も参加団体の中で最大規模になると思われ

ます。 

 

79小節や95小節の複付点（↓）をいかに正確に歌うか、また何種類もある母音のどれをことばに応じ

ていかに適切に選ぶか、などを理解するよう指示が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彩の国プラチナ混声合唱団は、｢春の日｣の１曲のみの演奏なので、テノール宇佐美平和さん・ソプラノ

盛谷ゆう子さん・島倉ゆかりさんの三人のソリスト陣、は下手側に一歩出る形での配置となりました。 
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公式サイト click 

本番ステージは、横浜みなとみらいホール大ホール、大会１日目の４月１５日(月)１７時頃の出番です。

衣装は原則自由ですが、男声はタキシードかジャケットなどの上着を着用し、なんらかのネクタイを締め

ます。１０５名がいろいろな衣装でステージに並びますので、まさに満艦飾になることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の大会は、４月１５日～１７日の３日間で９８団体が出演します。海外からは韓国ソウル市・EVER 

YOUNG CHOIR、台湾台中市・台中市合唱団の参加があり、公募合唱団としてＧＷ合唱団も出演し

ます。講評者１８名が各日６名ずつ講評にあたります。司会はいつものフリーアナウンサー・朝岡聡さん。 

大ホールは2,020席。コンサートホールに最適とされるシューボックス型をベースに、舞台が見やすい

アリーナ型の客席配置を取り入れています。そして、みなとみらいホールから観る夜景の美しさは格別

です。港の見えるホールならではの贅沢な時間が流れます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
   
 彩の国プラチナ混声合唱団TOPへ HOME PAGEへ 

http://goldenwave.sakura.ne.jp/
http://www.max.hi-ho.ne.jp/rkato/
http://rkato.sakura.ne.jp/music/sainokuni_platina_mixed_chorus_top.html

